
国際常民文化研究機構　共同研究（一般）「民具の機能分析に関する基礎的研究」成果発表会

第 8回共同研究フォーラム

【参加方法】　今回は、Zoom のWeb 会議ツールを用いてオンライン開催をいたします。
神奈川大学国際常民文化研究機構Webサイト（http://icfcs.kanagawa-u.ac.jp/）のトップペー
ジの「お知らせ」欄に、本フォーラムのご案内を掲載いたします。そちらに設定されてい
る申込みフォームの所定欄に eメールアドレス・お名前・所属を記入して送信してください。
自動的に確認メールが届きます。
お申込みいただいた方には、後日 ID/PW、プログラム、アンケートを送付いたします。
＊メールの受信設定を行っている方は、＠ kanagawa-u.ac.jp、＠ google.comからのメールが届く
ように設定をお願いいたします。

申込期日　2021 年３月１日（月）12：00 まで
主催　神奈川大学　国際常民文化研究機構 International Center for Folk Culture Studies
　　　神奈川大学国際常民文化研究機構　http://icfcs.kanagawa-u.ac.jp/
　　　神奈川大学日本常民文化研究所　　http://jominken.kanagawa-u.ac.jp/

Facebook

https://www.facebook.com/jomin.
kanagawa.univ/

Twitter

https://twitter.com/jomin_official/

PROGRAM
―基調報告―

民具の読み方 ～新しい形態 ･機能分析手法の提案～
　神野善治（研究代表者　武蔵野美術大学名誉教授）

―個別報告―
考古学からみる器具形態・器種・機能の変化史
　山田昌久（東京都立大学 大学教育センター 特任教授）

犂の形態と犂耕法の相関関係 ～富山県内の調査から～
　安ヵ川恵子（富山民俗の会）　　　　　　　　

ベトナムの竈と土製支脚 ～その形態と機能～
　鍋田尚子（ベトナムタンロン大学講師）

物のかたちと行為のかたち ～匙 ･槌 ･鏝～
　三橋光太郎（グラフィック・デザイナー）　　　

棒状農具の形態と機能 ～会津と砺波～
　佐々木長生（福島県民俗学会）　　　　　　　　　　　

担ぎ棒の形態と機能 ～ラオス・ベトナム・南九州～
　川野和昭（南方民俗文化研究所）　　　　　　　　　

―コメント―

　眞島俊一（テム研究所所長）

　佐野賢治（神奈川大学国際日本学部教授／日本常民文化
　　　　　　研究所所員／前日本民具学会会長）

参加無料

事前申込必要

2021 年　月　日（土）

13：30－ 17：00

オンラインによる開催（Zoom 開催）

3  6

形を読む
～民具の形態学事始め～

形を読む
～民具の形態学事始め～

砺波民具展示室（富山県）
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発表者・共同研究者
●神野善治（かみの よしはる）
　　研究代表者／武蔵野美術大学名誉教授
　　専門分野：民俗学・民具学・博物館学
　　分担：総括・民具の機能・形態分析

〔共同研究者〕

●山田昌久（やまだ まさひさ）
　　東京都立大学 大学教育センター 特任教授
　　専門分野：考古学・民具学
　　分担：実験考古学による出土民具の機能分析

●安ヵ川恵子（やすかがわ けいこ）
　　富山民俗の会
　　専門分野：郷土研究
　　分担：民具機能の地域性（北陸地方）

●鍋田尚子（なべた なおこ）
　　ベトナムタンロン大学講師
　　専門分野：民俗学・ベトナム民俗研究
　　分担：ベトナムの民俗・民具研究

●佐々木長生（ささき たけお）
　　福島県民俗学会
　　専門分野：民俗学・民具学
　　分担：民具機能の地域性（東北日本）

●川野和昭（かわの かずあき）
　　南方民俗文化研究所
　　専門分野：民俗学・民具学
　　分担：民具機能の地域性（東南アジア）

●山川志典（やまかわ ゆきのり）
　　静岡県富士山世界遺産センター
　　専門分野：民俗学・文化遺産学
　　分担：地域の生活文化と有形民俗文化財の活用

〔ゲストスピーカー〕
●三橋光太郎（みつはし こうたろう）
　　グラフィック・デザイナー
　　専門分野：エディトリアル・デザイン

コメンテーター〔共同研究者〕

●眞島俊一（まじま しゅんいち）
　　テム研究所所長
　　専門分野：民俗学・道具学

●佐野賢治（さの けんじ）
　　神奈川大学国際日本学部教授／日本常民文化研究所
　　所員／前日本民具学会会長
　　専門分野：民俗学・文化人類学

【お問合せ】

神奈川大学　国際常民文化研究機構

〒 221-8686　神奈川県横浜市神奈川区六角橋 3-27-1

TEL. 045-481-5661（代）

　渋沢敬三の提案から約 80 年、民具学会の成立から約 45 年、宮本常一『民具学の提唱』から約 20 年が経過し、日本の「民
具」研究には多くの成果が蓄積されてきた。
　国指定の重要有形民俗文化財は、2020 年 3 月現在 233 件、数えてみると総数 30 万点に及ぶ。おそらくその背景には
100 万点を超える「民具」が収蔵されているに違いない。これは世界でも日本だけのことではないか。しかし今「民具」
は第二の危機にあるといわれる。この集積が、日本の将来を支える「資源」であるという位置付けがなされる気配はない。
先人たちの「技と知恵」の集積、「眠れる宝の山」を揺り動かして、どうしたらその価値を世界に発信できるか。その方
策を考えてみたい。そのひとつの切り口が「形態と機能」を読むことだと考えて展開してきたのが、今回の共同研究である。
　日本の宮本の民具機能論。フランスの人類学者ルロワ＝グーランの物質文化論の提案なども含め、これからの民具研究
に新たな展開をもたらす研究方法の可能性を探った今回のプロジェクトを紹介するフォーラムを開催します。
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【道具の基本形態の位相】
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　　　　神野 : 初出 1987 年 ・ 2020 年改訂
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